
本県の教育を取り巻く現状について

資料 ３
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１ 人口減少社会、少子高齢化

２ デジタル化の現況

３ 本県の学力の状況

４ 持続可能な社会、社会参画

５ 将来の予測が困難な時代

６ 誰一人取り残さない教育の実現

７ 教員の確保と働き方改革

８ 地域コミュニティの充実

千葉県教育委員会
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１ 人口減少社会、少子高齢化

出典：教育未来創造会議第１次提言参考資料から抜粋

〇2050年には日本の人口は１億人まで減少

〇生産年齢人口比率は約５割に

25



１ 人口減少社会、少子高齢化

出典：千葉県人口ビジョン（令和２年度版）

〇千葉県においても同様の推移

26



ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器の授業での活用状況
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２ デジタル化の現況

〇超スマート社会の実現に向けたデジタル技術の急速な発展

〇デジタル技術の良さを生かした多様な教育活動

児
童
生
徒

教

員

2.9

2.7

出典：文部科学省「令和５年度全国学力・学習状況調査結果」より作成 27



出典：NTTドコモ モバイル社会研究所調査（2022.11実施）結果より一部抜粋

２ デジタル化の現況

児童生徒の携帯電話・スマートフォン等の保有率（関東１都６県抽出）
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２ デジタル化の現況

出典：教育未来創造会議第１次提言参考資料から抜粋 29



小学校 千葉県 全国 差（ポイント）

国 語 ６７ ６７．２ ▲０．２

算 数 ６２ ６２．５ ▲０．５

中学校 千葉県 全国 差（ポイント）

国 語 ６９ ６９．８ ▲０．８

数 学 ５１ ５１．０ ±０

英 語 ４６ ４５．６ ０．４

教科別調査結果 平均正答率(%)

３ 本県の学力の状況

令和５年度全国学力・学習状況調査 結果から

出典：文部科学省「令和５年度全国学力・学習状況調査結果」より作成 30



３ 本県の学力の状況

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査結果」より作成
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平均正答率(%)の差(千葉県－全国 中学校)

３ 本県の学力の状況

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査結果」より作成
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３ 本県の学力の状況

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査結果」より作成

H29 H30 H31 R3 R4 R5
小・国語 98.6 91.9 96.7 93.3 99.0 98.0

小・算数 99.1 96.8 98.1 97.9 97.8 98.7

中・国語 97.7 98.2 97.5 99.3 94.4 98.4

中・数学 93.5 94.6 93.2 95.4 95.6 96.9

90

92

94

96

98

100

全国を100とした千葉県の記述式問題の正答率(%) 
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全国を100とした千葉県の記述式問題の無回答率(%) 

３ 本県の学力の状況

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査結果」より作成

H29 H30 H31 R3 R4 R5
小・国語 111.7 116.8 116.1 105.7 105.4 106.0

小・算数 106.5 113.7 110.9 110.4 111.7 107.1

中・国語 113.5 107.9 118.9 109.4 114.5 105.9

中・数学 117.9 112.8 118.9 115.5 113.4 109.1

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0
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４ 持続可能な社会・社会参画
〇SDGｓ１７の国際開発目標（2030年まで）

〇教育【目標４】

・すべての人に包摂的かつ公正な質の

高い教育を確保し、生涯学習の機会

を促進する。

出典：外務省 「持続可能な開発目標（SDGs）と日本の取組」から抜粋35



４ 持続可能な社会・社会参画

出典：中央教育審議会教育振興基本計画部会（第13回）会議資料から抜粋

ウェルビーイングに関する国際比較調査
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４ 持続可能な社会・社会参画

若者の国や社会に対する意識（全国）

出典：日本財団『１８歳意識調査「第４６回-国や社会に対する意識（６カ国調査）」』（２０２２）37



５ 将来の予測が困難な時代

新型コロナウイルス感染症
・学校教育活動の抜本的な見直し ・子どもたちの心と体のケア 等

ロシアによるウクライナ侵略など国際情勢の不安定化
・物価高騰への対応 ・外国人児童生徒の受入れ 等

気候変動や自然災害など地球規模課題
・子どもたちの安全確保 ・被害回避、軽減のための安全指導 等

〇社会の現状や変化への対応と今後の展望
現代は将来の予測が困難な時代であり、その特徴である変動性、不確実性、複雑性、曖昧性

の頭文字５を取って 「 VUCA 」の時代。少子化・人口減少や高齢化、グローバル化の進展と

国際的な地位の低下、地球規模の課題、子供の貧困、格差の固定化と再生産、地域間格差、

社会のつながりの希薄化などは、社会の課題。こうした中、第３期計画期間中に発生した新型

コロナウイルス感染症の感染拡大の影響及びロシアのウクライナ侵略による国際情勢の不安定

化は、正に予測困難な時代を象徴する事態。このような危機に対応する強靭さ（レジリエン

ス）を備えた社会をいかに構築していくかという観点はこれからの重要な課題である。

（文部科学省「第４期教育振興基本計画（R5.6.16）本文」より抜粋）
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いじめの認知件数（都道府県比較）

（国公私立の小・中・高・特別支援学校の合計を1,000人当たりの発生件数とした場合 R4年度）

出典：文部科学省「令和４年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 」より作成

６ 誰一人取り残さない教育の実現

〇多様なニーズを有する子供たちに対して、適切な教育機会

の確保や配慮、支援
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千葉県のいじめの状況（R4年度）
（公立の小・中・高・特別支援学校）

出典：児童生徒安全課「令和４年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 の概要 」より作成

６ 誰一人取り残さない教育の実現
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千葉県の公立小中学校における不登校児童生徒の変遷

出典：児童生徒安全課「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 の概要」より作成
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千葉県の公立小中学校における自殺児童生徒の変遷

出典：児童生徒安全課「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 の概要」より作成
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県立特別支援学校の障害種別児童生徒数の推移と今後の推計（千葉県）

出典：特別支援教育課「第３次県立特別支援学校整備計画」より抜粋

６ 誰一人取り残さない教育の実現
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公立小・中学校 特別支援学級の児童生徒数の推移（千葉県）

出典：文部科学省「学校基本調査」より作成

６ 誰一人取り残さない教育の実現
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６ 誰一人取り残さない教育の実現

１１．５

４４．５

出典：厚生労働省「国民生活基礎調査」（２０２２）より抜粋

貧困率の年次推移（全国）
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６ 誰一人取り残さない教育の実現

出典：千葉県健康福祉部「ヤングケアラーの実態調査とその支援に関する調査研究報告書」（２０２３）より作成

世話をしている家族の有無（千葉県）
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Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２４ Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ３０ Ｒ３

小学校 765 756 637 691 980 1120 1,415
中学校 324 352 217 246 333 419 496

高等学校 69 136 94 102 160 228 262
義務教育学校 ー ー ー ー 12 10 20
中等教育学校 0 0 0 0 0 0 0

特別支援学校 4 5 2 4 4 1 0

合計 1,162 1,249 950 1,043 1,489 1,778 2,193

６ 誰一人取り残さない教育の実現

日本語指導を必要とする外国籍児童生徒（千葉県）

約２倍

出典：文部科学省「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査（令和３年度）」の結果より作成 47



R5 校長・副校長・教頭・主幹教諭・教諭年齢別人数分布（小中学校）（千葉県）

７ 教員の確保と働き方改革

〇教員の勤務時間は、OECD調査参加国では最長（2019年）

〇働き方改革の更なる推進と教員確保を踏まえた教員の魅力向上
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令和６（５年実施）年度 志願者数（千葉県）

７ 教員の確保と働き方改革

校種・教科等 募集人員 志願者数 倍率

小学校 約790 1,472 1.9

中学校技術
約750

16
3.5

中・高共通 2,591

高等学校
専門教科

若干名 144

特別支援教育 約80 344 4.3

養護教諭 約55 345 6.3

栄養教諭 若干名 37

合計 約1,700 4,949 2.9
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７ 教員の確保と働き方改革

募集人員 志願者数 合格者数

H30（H29実施） 1,660 7,213 1,809
H31（H30実施） 1,660 6,595 1,826

R2（R1実施） 1,660 6,031 1,834
R3（R2実施） 1,725 5,564 1,862
R4（R3実施） 1,600 5,271 1,719
R5（R4実施） 1,500 5,314 1,818

R6（R5実施） 1,700 4,949
※ちば夢チャレを除く

2,076

近年の志願状況と合格者数（千葉県）

※ ちば夢チャレンジ特別選考（ちば夢チャレ）・・・大学３年次等が第１次選考を一部受験することができる特別選考

R 6（R 5実施）から新設

50



教員採用試験の志願倍率（千葉県）

７ 教員の確保と働き方改革
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R4.11:全校種42.4％（前年度比3.3Ｐ減）

月当たりの時間外在校等時間が４５時間を超える教諭等の割合（％）（千葉県）

７ 教員の確保と働き方改革

出典：令和４年度第２回「教員等の出退勤時刻実態調査」 ※一部抜粋
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７ 教員の確保と働き方改革

子どもと向き合う時間が確保できている教職員の割合（千葉県）

出典：令和４年度「教職員の働き方改革に係る意識等調査」 ※一部抜粋
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８ 地域コミュニティの充実

コミュニティスクール（CS）の導入状況

出典：文部科学省「地域と学校の連携・協働体制の実施・導入状況について 」より一部抜粋

〇子育てや家庭教育を支える地域環境の変化

〇社会総がかりで子供たちの学びや成長を支える地域学校協働活動

 

 
令和 4 年度 令和 3 年度（参考） 

ＣＳ設置校 ＣＳ設置率 ＣＳ設置校 ＣＳ設置率 

全校種 

全国 15,221 校 42.9% 11,856 校 33.3% 

千葉 213 校(98 増) 15.7％(45 位） 115 校 8.5％(45 位） 

※千葉 
政令市除く 

213 校(98 増) 17.9％ 115 校 9.7％ 

市町村立学校 

全国 ― ― 9,788 校 37.1％ 

※千葉 
政令市除く 

191 校(85 増) 18.6％ 106 校 10.4％ 

県立学校 
全国 ― ― 1,044 校 23.7％ 

千葉 22 校(13 増) 13.8％ 9 校 5.7％ 
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千葉県の教育に関する認識
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千葉県の教育に関するアンケート

〇アンケート概要
①対象：県内市町村教育員会（千葉市を含む）

県内公立学校教職員
県内公立学校に通う児童生徒保護者
教育関係団体（３０団体）

②期間：令和５年９月２９日～令和５年１０月１３日

③内容：ア 現行計画各施策に関する満足度
イ 現行計画各施策の重要度
ウ 今後必要とされる子どもたちの資質・能力

※以上の内容を、選択式（一部記述）によりインターネット上で回答

④回答：総数 約３２，０００回答
教 員： 約４，０００人 市町村教育委員会：３７市町村
保護者： 約２８，０００人 関係団体：２０団体
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千葉県の教育に関するアンケート（結果）【暫定】

・ 教員の確保・育成
・ 学校における働き方改革
・ 様々な困難を抱えた児童生徒・家庭への支援
・ 虐待などから子供を守る取組
・ 安全・安心な学びの場

ニーズ度の高い項目

教員
・教員の確保・育成
・学校における働き方改革
・様々な困難を抱えた児童生徒・

家庭への支援
・外国人児童生徒等の受入れ体制
・虐待などから子供を守る取組

保護者
・教員の確保・育成
・虐待などから子供を守る取組
・様々な困難を抱えた児童生徒・

家庭への支援
・学校における働き方改革
・安全・安心な学びの場

★ニーズ度

「重要度」と「満足度」を点数化し、
「重要度」から「満足度」を引いた値
をニーズ度と定義
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千葉県の教育に関するアンケート（結果）【暫定】
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中高生からの意見（中高生交流会）

中学生や高校生が日頃学校や日常生活の中で考えている事柄や問題に

ついて意見交換

開催日時 会場 中学生 高校生

北総 ７/２６（水） 富里高校 ８名 １４名

東葛飾 ７/３１（月） 東葛飾研修所 ２２名 １２名

東上総 ８/１（火） 成東高校 １６名 ７名

北総 ８/３（木） 多古町
コミュニティプラザ

１８名 １７名

南房総 ８/９（水） 君津商業高校 ２３名 ２０名

葛南 ８/２２（火） 浦安高校 ２９名 ９名

令和５年度 中高生交流会
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中高生からの意見（中高生交流会）

・情報活用能力や情報モラル

・AIやプログラミング

・コミュニケーション能力を高める学習

・主体性や探究心を高める学習

・様々な外国語学習

・人間関係、進路相談などが充実

・ＬＧＢＴＱを理解できる環境

・障害者へも配慮した施設の充実

・早い段階から多様性に関する学び

・障害や国籍について学べる環境

・外国の文化等に触れる機会

・ジェンダーレス

・地域や他県、
異文化の人々との交流

・他世代の人々との交流

・地域コミュニティや
ボランティア活動への参加

・他校（他校種も含む）との交流

・プロフェッショナルとの交流

これから必要な学び 「安心」・「安全」で頼れる学校

誰もが活躍できる社会

学校外での必要な関わり
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【人間性・倫理観等】
・不祥事根絶（ｾｸﾊﾗ/わいせつ）

【学習指導の専門性】
・新たな教育課題への対応

ICT/ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/国際理解/ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ
STEAM/人権/小学校英語/消費者

・主体的・対話的で深い学び
・免許更新制度の発展的解消

【児童生徒理解・支援】
・いじめ 不登校 自殺
・児童虐待 ヤングケアラー
・LGBTQ等への理解
・特別支援教育
（特別支援学級の児童生徒10年

で約２倍）
・子どもの視点に立った学校安全

【働き方改革】
・業務改善

・休職者増加

ｽﾄﾚｽ増加、ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ

・教員不足

【組織の一員・協調性】
・若手教職員の割合が増加（継承の場は不足）

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力、機会の低下（一人で抱えこむ）

・マンパワー不足 （スクールカウンセラー, スクー
ルソーシャルワーカー, スクールサポートスタッフ）

・関係機関との連携（警察/児相/病院/自治体）

県教育委員会における学校現場での課題認識
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